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研究シーズ概要 

 わたしたちの研究室では、日用品や玩具を使っ

て化学教材（主に、分子・構造模型）を開発してい

ます。開発した教材を高校やサイエンスイベント

での出張講義において使用し、それらの教育効果

を検証しています。最近では、化学反応（分子の動

きや構造の変化）を表現できる模型、すなわち構成

原子を取り外しやすい模型の開発に注力していま

す。ピンポン玉にスナップボタンを接着して作製

した構造模型を右図に示しました。この模型は（少

し難しく聞こえますが）錯
さ く

イオン
い お ん

の 異性体
い せ い た い

を表

現しています。錯イオンも異性体も高校化学の教

科書に登場する用語です。 

 手作り教材を使った出張講義を通じて、サイエ

ンスの面白さを中高生から大人まで伝えていきた

いと思っています。この活動が将来の科学者・技術

者を生み出すかもしれません。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 
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範囲・方法 
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研究者の 
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論文の図だけでもご覧ください。研究内容を理解いただけると思います。 

◆https://www.degruyter.com/document/doi/10.1515/cti-2021-0001/html 

◆https://www.degruyter.com/document/doi/10.1515/cti-2020-0017/html 

 


